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概  要 

 
 
 

 
甚之助谷地すべり排水トンネル工事は,石川県白山市白峰内の白山国立公園内の標高約2,000mの場所に位置し，取水

施設および排水トンネル386mを矢板工法で施工するものである．標高2,000m，国立公園内，豪雪地帯等，制約条件の

多い環境下で，安全と品質を確保するために，施工機械の変更や覆工の一部にプレキャスト製品を採用して施工した．

本稿では，山岳地帯，国立公園内という特殊条件下での排水トンネル施工について報告する． 
 

成  果 
 
 
 

 

 重機退避場所，工事用モノレールのルート変更，遮光シートの採用等の工夫によって，国立公園特別保護地区内に

おける，地形改変，植物保護，光害対策，トンネル掘削ずりの持ち出し禁止等の制約に対応した． 
 標高2,000mの工事場所への資材運搬は，ヘリコプター（索道完成まで）か索道によって計画的に運搬した． 
 高所への機材搬送やトンネル仮設備ヤードの制約などから，トンネル施工は矢板工法を採用した． 
 プレキャスト水路を導入することで施工方法が簡略化され，施工期間も短縮させることができた． 
 

 
 
 

 
写真－１ 仮設備ヤード全景 

 
写真－３ 吐口の状況（2021年10月） 

 
写真－４ プレキャスト水路施工完了 

 
写真－２ ヘリコプターによる運搬状況 
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